
 ６月定例会における総務常任委員会の概要  

 

◆ ６月３０日（火）  開会 午前１０時００分 

           （休憩 午前１０時４５分～午前１０時５５分） 

            閉会 午後 ０時１０分 

 

◆ ７月 １日（水）  開会 午前１０時００分 

           （休憩 午前１１時０４分～午前１１時１４分） 

            閉会 午後 ０時２０分 

 

（１）付託議案 

議案番号 件    名 

議第87号 令和２年度山形県一般会計補正予算（第２号）中 所管分 

議第89号 山形県知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の設定について 

議第90号 
山形県職員等の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

議第92号 
山形県公立大学法人の役員等の損害賠償責任の一部免除に係る額を定

める条例の設定について 

議第93号 山形県県税条例等の一部を改正する条例の設定について 

議第94号 
山形県地方活力向上地域における県税の課税免除等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

議第95号 
山形県事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議第106号 令和２年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 所管分 

 

（２）請  願 

番号 
受 理 

年月日 
件  名 提 出 者 

紹 介 

議 員 
採決 

６ 元.12.3 2020 年度予算にお

ける私学助成関係

予算の拡充につい

て 

山形市上町一丁目9－17 

山形県私学助成をすすめる

会 

 代表 渡邊 誠一 

関、 

菊池（文）、

松田、 

青柳、 

石黒、 

髙橋（啓） 

取り

下げ

承認 



12 2.5.20 免税軽油制度の継

続を求める意見書

の提出について 

山形市蔵王温泉字土合

790-1 

東北索道協会山形地区部会 

 部会長 斉藤 長右衛門 

遠藤（寛）、 

遠藤（和）、 

奥山、 

森田 

採択 

 

（３）報告事項 

 総務部長  

・山形県行財政改革推進プランに係る令和元年度の取組状況について 

・山形県県有建物長寿命化計画の策定について 

 

（４）審査内容 

  議案の詳細について、関係課長から説明を聴取した後、議案に対する質疑と

所管事項に関する質問を行った。 

 

（５）採  決 

  付託された８議案については、全員異議なく、いずれも原案のとおり可決す

べきものと決定した。 

 

（６）請願審査 

請願６号については、取り下げを承認すべきと決定し、請願12号については、

採択すべきものと全員異議なく決定した。 

 

（７）主に議論された項目 

◇ 感謝のガウン県民運動支援事業の概要とその必要性について。 

◇ マスク等衛生資材については防災くらし安心部が主体となって備蓄計画を

策定することが必要と考えるがどうか。 

◇ 山形県県税条例等の一部を改正する条例における入場料金等払戻請求権を

放棄した場合の寄付金控除の概要について。 

◇ 私立高等学校の普通教室におけるエアコンの整備状況について。また、私

立学校に通う学生のオンライン学習の充実に向けた県の取組みについて。 

◇ 水道事業の広域化に向けた検討状況について。 

◇ 内部統制制度の本格運用に当たっての県の取組みについて。 

◇ 障がい者トライアル雇用による採用状況について。 

◇ 山形県知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の設定に関連して、

県が当事者となっている係争中の案件数について。 

◇ 新型コロナ対策における市町村と連携した事業についての県の考え方につ

いて。また、連携事業の新たな構築においては、市町村の意見を丁寧に聞

くべきと考えるがどうか。 



追加議案分審査 

◆  ７月 ３日（金） 開会 午前１１時２９分 

            閉会 午後 ０時 ２分 

（１）付託議案 

議案番号 件    名 

議第108号 令和２年度山形県一般会計補正予算（第４号）中 所管分 

 

（２）審査内容 

  総務部長から議案の概要について、財政課長から議案の詳細について説明を

聴取した後、議案に対する質疑を行った。 

 

（３）採  決 

  付託された１議案については、全員異議なく、原案のとおり可決すべきもの

と決定した。 

 

（４）主に議論された項目 

◇ 強い要望に限らず県民の声なき声を汲み上げ、事業に反映していくべきと

考えるがどうか。 

◇ 限られた財政の中で、今回の給付を一律定額と決定した経緯について。 

◇ 県に配分された新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の今後

の使途について。また、同交付金における基金積立ての見込みについて。 


